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〈
文
学
場
〉
の
可
能
性

　

―
　

松
本
和
也
著
『
文
学
と
戦
争
　

―
　

言
説
分
析
か
ら
考
え
る
昭
和
一
〇
年

代
の
文
学
場
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
）

前　

田　

貞　

昭

一

　

昭
和
文
学
史
の
定
番
と
言
う
べ
き
は
、「
昭
和
文
学
史
の
専
門
家
」（「
あ
と
が
き
」『
昭
和
文
学
覚
え
書
』
三
一
書
房
、
一
九
七
〇

年
五
月
。
引
用
は
『
平
野
謙
全
集
』
第
13
巻
、
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
十
二
月
、
577
頁
）
と
自
負
し
た
平
野
謙
の
「
昭
和
文
学
史
」

で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
平
野
昭
和
文
学
史
を
特
徴
附
け
る
の
は
、「
昭
和
文
学
の
可
能
性
」
を
開
き
た
い
と
い
う
強
い
願
望
（
あ
る
い
は
夢
）
が
構

想
と
呼
べ
る
ま
で
に
昇
華
さ
れ
た
三
派
鼎
立
説
と
、
同
時
代
を
生
き
た
者
の
み
に
特
権
的
に
許
さ
れ
た
現
場
感
覚
で
あ
る
。
構
想
力

（
文
学
史
家
）
と
現
場
感
覚
（
文
芸
時
評
家
）
―
こ
の
両
者
が
相
俟
っ
て
、
平
野
昭
和
文
学
史
を
作
り
上
げ
て
い
た
と
い
っ
て
よ

い
。
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ず
い
ぶ
ん
と
遡
る
が
、
か
つ
て
昭
和
文
学
史
論
の
整
理
を
試
み
た
磯
貝
英
夫
が
採
用
し
た
の
は
、
ま
ず
「
平
野
謙
の
昭
和
文
学
史

へ
の
視
点
と
構
想
の
大
様
」
を
押
さ
え
、
次
に
、
そ
れ
と
の
関
わ
り
の
上
で
「
他
の
人
々
の
異
論
や
独
自
の
観
点
」
を
検
証
す
る
と

い
う
手
順
で
あ
っ
た
（「
争
点
・
昭
和
文
学
史
の
構
想
」『
講
座
日
本
文
学
の
争
点
』
6
〈
現
代
編
〉
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
五
月
。

引
用
は
『
現
代
文
学
史
論
』
明
治
書
院
、
一
九
八
〇
年
三
月
、
228
頁
）。
近
く
は
平
浩
一
『「
文
芸
復
興
」
の
系
譜
学
―
志
賀
直
哉

か
ら
太
宰
治
へ
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
の
第
一
部
が
「
文
学
史
の
形
成
と
「
文
芸
復
興
」
―
平
野
謙
の
文
学
史
観

を
中
心
と
す
る
戦
後
研
究
の
検
証
」
と
題
し
て
、
平
野
昭
和
文
学
史
を
検
証
す
る
べ
き
筆
頭
に
据
え
る
。
定
番
と
呼
ん
だ
所
以
で
あ

る
。

　

回
顧
的
に
語
る
こ
と
を
許
し
て
貰
え
ば
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
本
題
に
届
か
な
い
平
野
の
文
芸
時
評
を
高
校
時
代
に
愛
読
し
、
作

品
論
が
幅
を
利
か
せ
た
時
代
に
学
部
・
大
学
院
を
過
ご
し
た
私
の
よ
う
な
世
代
に
と
っ
て
は
、「
私
は
中
途
半
端
が
好
き
だ
」
と
揚

言
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
簡
明
に
整
理
し
て
打
ち
出
し
た
三
派
鼎
立
説
は
、
明
治
始
発
期
か
ら
戦
後
文
学
ま
で
も
広
く
見
渡
せ
る

概
念
装
置
で
あ
り
、
高
い
達
成
を
示
し
た
話
題
作
や
時
々
の
問
題
作
、
文
学
論
争
を
中
軸
と
し
つ
つ
、
関
連
す
る
作
家
・
作
品
が
序

列
に
従
っ
て
居
並
ぶ
重
宝
な
文
学
史
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
平
野
は
戦
後
文
学
を
リ
ー
ド
し
た
近
代
文
学
派
の
一
人
で
あ
り
、
私
小

説
二
律
背
反
説
な
ど
文
学
史
に
関
わ
る
論
点
の
提
示
者
と
し
て
の
重
み
も
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
困
っ
た
こ
と
に
、
私
が
も
っ
ぱ
ら
研
究
対
象
と
し
て
き
た
井
伏
鱒
二
と
い
う
作
家
は
、
平
野
昭
和
文
学
史
に
は
ま
こ

と
に
収
ま
り
具
合
が
悪
い
。
近
代
文
学
グ
ル
ー
プ
（
平
野
・
荒
正
人
・
佐
々
木
基
一
・
平
田
次
三
郎
・
本
多
秋
五
）
が
編
纂
・
分
担

執
筆
し
た
近
代
文
学
社
編
『
現
代
日
本
文
学
辞
典
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
九
年
七
月
）
で
は
、
確
か
に
担
当
の
佐
々
木
基
一
が
井

伏
文
学
の
全
体
像
を
要
領
よ
く
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
だ
が
、
佐
々
木
は
井
伏
の
項
目
を
「
井
伏
鱒
二
は
日
本
文
学
の
常
道
か
ら
常
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に
遠
く
に
押
出
さ
れ
な
が
ら
、
庶
民
文
学
の
近
代
性
を
結
実
さ
せ
た
稀
な
作
家
で
あ
る
。」（
54
頁
）
と
結
ぶ
。「
日
本
文
学
の
常
道

か
ら
常
に
遠
く
に
押
出
さ
れ
な
が
ら
」
と
は
含
蓄
の
あ
る
約
言
だ
が
、「
日
本
文
学
の
常
道
か
ら
」「
遠
く
に
押
し
出
」
し
て
来
た
の

は
、
平
野
を
代
表
格
と
す
る
、
近
代
文
学
派
の
日
本
近
代
文
学
史
（
昭
和
文
学
史
）
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

文
学
を
め
ぐ
る
様
々
な
現
象
を
一
挙
に
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
分
類
・
整
理
・
階
層
化
し
、

そ
れ
を
時
系
列
に
沿
っ
て
叙
述
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
私
た
ち
は
全
体
像
を
把
握
で
き
る
眺
望
点
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
具

体
的
に
は
、
作
品
を
作
家
の
下
に
ま
と
め
、
次
い
で
作
家
を
文
学
グ
ル
ー
プ
に
括
る
と
い
う
か
た
ち
で
階
層
化
し
、
そ
れ
を
史
的
に

叙
述
し
た
文
学
史
は
分
か
り
や
す
い
。
加
え
て
、
平
野
昭
和
文
学
史
の
到
達
点
で
あ
る
『
昭
和
文
学
史
』（
一
九
六
三
年
十
二
月
）

は
筑
摩
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
広
く
流
布
し
（
同
叢
書
の
中
村
光
夫
『
明
治
文
学
史
』、
臼
井
吉
見
『
大
正
文
学
史
』
と
併
せ
て
明

治
・
大
正
・
昭
和
と
揃
っ
た
近
代
文
学
史
は
、
同
じ
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
増
刷
を
重
ね
て
い
る
）、
結
果
と
し
て
権
威
化
さ
れ
も
し

た
。

　

し
か
し
、
分
か
り
や
す
く
使
い
勝
手
が
良
い
こ
と
や
普
及
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で

は
な
い
。
井
伏
が
属
す
る
と
さ
れ
る
新
興
芸
術
派
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
都
合
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、「
芸
術
方
法
に
お
い
て
独
自

な
も
の
を
う
ち
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」（
筑
摩
叢
書
版
『
昭
和
文
学
史
』
61
頁
）
と
評
す
る
の
だ
か
ら
、
新
興
芸
術
派
と
い

う
文
学
グ
ル
ー
プ
に
括
る
こ
と
自
体
が
破
綻
し
て
い
る
。
平
野
昭
和
文
学
史
に
限
ら
ず
、
作
品
↓
作
家
↓
文
学
グ
ル
ー
プ
と
し
て
階

層
化
す
る
方
法
・
観
点
で
捉
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
法
・
観
点
に
代
わ
る
も
の
が
俟
た
れ
る
の
は
必
然
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
必
然
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
出
現
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　

本
書
が
目
指
す
の
は
、
か
つ
て
〈
文
学
史
〉
と
し
て
定
型
化
し
て
い
る
よ
う
な
、
文
学
現
象
の
通
時
的
叙
述
で
は
な
い
。
文
学
現
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象
に
関
わ
る
問
題
系
を
設
定
し
、
そ
の
問
題
系
が
相
互
に
連
携
・
侵
食
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
様
相
を
、
も
っ
ぱ
ら

共
時
的
観
点
か
ら
観
察
す
る
―
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
十
年
代
文
学
を
解
析
し
た
本
書
は
、
平
野
昭

和
文
学
史
へ
の
反
措
定
と
し
て
存
立
す
る
と
勝
手
な
言
い
方
を
し
て
み
た
い
。
そ
の
勝
手
な
言
い
方
の
延
長
上
で
い
え
ば
、
平
野
の

三
派
鼎
立
説
の
構
想
に
代
え
て
「
フ
ラ
ッ
ト
な
視
座
」（
20
頁
）
に
立
ち
、
同
時
代
を
生
き
た
者
だ
け
に
許
さ
れ
る
現
場
感
覚
と
体

験
的
時
間
に
代
え
て
「
精
度
の
高
い
調
査-

分
析-

考
察
」（
15
頁
）
を
蓄
積
す
る
の
が
本
書
だ
と
見
え
る
。

　

私
は
井
伏
鱒
二
を
介
し
て
昭
和
十
年
代
文
学
を
垣
間
見
た
者
に
過
ぎ
ず
、
氏
が
採
っ
た
仮
説
や
基
本
姿
勢
そ
の
も
の
の
是
非
・
妥

当
性
を
直
接
に
問
う
用
意
は
な
い
。
視
座
が
「
フ
ラ
ッ
ト
」
で
あ
る
か
否
か
と
か
、「
分
析-

考
察
」
の
精
度
の
粗
密
と
か
を
計
る

能
力
も
な
い
。
昭
和
十
年
代
を
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
時
に
出
会
っ
た
私
な
り
の
問
題
に
、
松
本
氏
が
本
書
で
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
の
何
が
修
正
さ
れ
、
何
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
か
を
問
う
て
み
た
い
。
そ

れ
は
、
逆
に
、
仮
説
・
基
本
姿
勢
の
是
非
を
測
る
こ
と
で
あ
る
筈
だ
。

二

　

昭
和
十
年
前
後
の
文
学
状
況
（
こ
こ
で
は
「
文
学
場
」
と
い
う
の
が
相
応
し
い
か
）
へ
の
関
心
と
、
同
時
代
の
視
座
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
い
う
方
法
と
は
、
既
に
松
本
氏
の
最
初
の
単
著
『
昭
和
十
年
前
後
の
太
宰
治

―
〈
青
年
〉・
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ス
ト
』

（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
か
ら
、
氏
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
〈
芸
風
〉
と
し
て
培
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
爾
来
、

太
宰
治
と
い
う
署
名
者
か
ら
対
象
を
拡
げ
、〈
文
学
場
〉
を
鍵
語
と
す
る
、
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『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る
―
新
人
・
太
宰
治
・
戦
争
文
学
』（
立
教
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

『
日
中
戦
争
開
戦
後
の
文
学
場
―
報
告
／
芸
術
／
戦
場
』（
神
奈
川
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

『
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
の
文
学
場
―
思
想
戦
／
社
会
性
／
大
東
亜
共
栄
圏
』（
神
奈
川
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）

に
次
い
で
、
本
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

本
書
に
お
い
て
も
、
平
野
の
文
学
史
的
整
理
は
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
疑
義
を
呈
さ
れ
、
再
検
証
を
迫
る
対
象
と
も
な
る
。
平
野
「
昭
和
十
年
代
の
文
学
」
が
、
昭
和
十
年
代
を
「
一
種
の

非
文
学
的
時
代
」
と
概
括
し
、「
沈
黙
と
韜
晦
が
最
高
の
芸
術
的
抵
抗
」
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
今

な
お
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
（
史
）
に
関
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
評
価
で
あ
り
、
ま
た
、
一
面
妥
当
で
も
あ
る
」
と
一
応
は
そ
の
整

理
と
評
価
を
認
め
つ
つ
、
し
か
し
、
非
文
学
的
時
代
／
芸
術
的
抵
抗
と
い
う
処
理
は
単
純
に
過
ぎ
る
と
批
判
す
る
（
10
頁
〜
11
頁
）。

ま
た
、「
私
小
説
を
戦
時
下
文
学
（
史
）
に
お
け
る
《
抵
抗
》
と
位
置
づ
け
」
た
平
野
に
対
し
て
、「
こ
う
し
た
評
価
の
仕
方
は
、
一

面
的
に
す
ぎ
、
抵
抗
と
み
な
す
根
拠
も
自
明
で
は
な
い
」（
405
頁
）
と
疑
念
を
呈
す
る
。
昭
和
十
年
代
の
文
学
を
殆
ど
不
毛
に
近
い

と
評
す
る
平
野
謙
昭
和
文
学
史
に
対
し
て
、
松
本
氏
が
新
た
に
昭
和
十
年
代
の
文
学
を
再
検
証
し
よ
う
と
し
た
時
、
文
学
史
家
・
平

野
謙
の
言
説
が
批
判
の
対
象
と
し
て
引
か
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
文
学
史
家
・
平
野
謙
と
同
じ
く
ら
い
の
頻
度
で

文
芸
時
評
家
・
平
野
謙
が
登
場
す
る
。
戦
後
文
学
史
の
局
面
な
ら
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
著
書
で
昭
和
十
年
代
の
文
芸
時
評
家
・
平

野
謙
が
時
代
の
当
事
者
と
し
て
登
場
す
る
の
は
珍
し
い
。
そ
こ
に
は
〈
文
学
場
〉
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
松
本
氏
の
関
心
の
在
処
が

窺
え
よ
う
。

　

平
野
昭
和
文
学
史
は
、
文
化
統
制
に
関
わ
る
官
民
組
織
の
新
設
改
廃
統
合
や
、
文
学
グ
ル
ー
プ
や
同
人
雑
誌
の
離
散
集
合
に
筆
を
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費
や
し
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
作
家
論
的
挿
話
を
差
し
挟
み
つ
つ
叙
述
を
進
め
て
行
く
（
こ
の
時
代
を
生
き
た
平
野
の
現
場
感
覚
が
躍

動
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
学
史
が
人
間
の
物
語
と
密
着
し
た
面
白
さ
を
生
み
出
す
の
だ
が
）
の
に
対
し
て
、
松
本
氏
は
、
作
家
の

動
静
や
伝
記
的
要
素
と
い
う
生
身
の
人
間
関
係
は
考
慮
の
外
に
置
く
。
考
察
の
対
象
と
し
て
設
定
さ
れ
る
の
は
純
粋
な
言
説
空
間
で

あ
る
。
時
々
の
言
説
空
間
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
「
経
験
的
・
社
会
的
な
事
実
」
で
あ
る
と
す
る
赤
川
学
に
倣
っ
て
、

「
個
々
の
言
表
主
体
や
掲
載
媒
体
に
よ
る
発
言
の
重
み

0

0

や
、
言
説
の
彼
方
に
想
定
さ
れ
る
現
実

0

0

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
考
慮
し

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ッ
ト
な
視
座
か
ら
の
分
析
を
徹
底
し
た
」（
20
頁
）
と
い
う
。

　

事
後
的
介
入
を
避
け
て
〈
文
学
場
〉
の
今
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
、
氏
は
、
文
学
現
象
や
歴
史
的
事
象
を
氏
自
身
の
言
葉
で
概

括
す
る
こ
と
や
、
後
年
に
整
理
・
作
成
さ
れ
た
叙
述
を
採
用
す
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
出
来
る
限
り
当
時
の
言
説
空
間
に
出
現
し

た
言
説
を
引
用
し
よ
う
と
す
る
。
氏
自
身
の
言
葉
で
ま
と
め
る
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
筈
な
の
に
、
昭
和
十
年
の
新
聞
小
説
の
掲
載
状

況
に
つ
い
て
は
勝
本
清
一
郎
の
「
新
聞
小
説
検
討
」
か
ら
の
引
用
に
語
ら
せ
（
63
頁
）、「
満
洲
移
民
」
に
つ
い
て
は
、「
同
時
代
の

報
告
」
で
あ
る
和
田
日
出
吉
「
満
洲
移
民
の
現
在
と
将
来
」
を
引
く
（
312
頁
〜
313
頁
）。
こ
う
し
た
当
時
の
言
説
の
引
用
に
よ
っ
て

語
ら
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
氏
は
容
易
に
崩
さ
ず
、〈
文
学
場
〉
の
今
を
現
前
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
。

　

そ
の
場
に
相
応
し
い
言
説
が
必
ず
し
も
簡
単
に
見
つ
か
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
は
適
切
な
文
献
を
用
意
で
き
る
ほ
ど
に
氏

が
幅
広
く
文
献
に
当
た
っ
て
い
る
証
し
で
あ
る
。「
文
学
言
説
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞-

雑
誌
を
資コ
ー
パ
ス

料
体
と
し
、
可
能
な
範
囲
で
の
網

羅
的
な
調
査
を
実
施
し
た
」（
20
頁
）
と
言
う
網
羅
性
を
直
接
に

0

0

0

証
す
手
立
て
を
私
は
持
た
な
い
が
、
間
接
的
な
例
な
ら
挙
げ
ら
れ

る
。
第
13
章
で
『
現
代
日
本
文
学
論
争
史
』
下
巻
（
未
来
社
）
収
録
五
論
文
が
「〔
文
学
非
力
説
論
争
の
〕
今
日
の
論
争
イ
メ
ー
ジ

を
体
現
す
る
」（
402
頁
）
と
指
摘
す
る
。
僅
か
な
資
料
に
よ
っ
て
文
学
非
力
説
論
争
の
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
本
書
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で
氏
が
引
用
す
る
文
学
非
力
説
に
直
接
に
関
係
す
る
資
料
だ
け
で
も
二
十
点
を
越
え
る
。
ま
た
、
第
1
章
の
注
12
（
56
頁
）
に
記
す
、

氏
の
手
に
成
る
「
昭
和
10
年
代
に
お
け
る
文
芸
時
評
（
Ⅰ
）」「
昭
和
10
年
代
に
お
け
る
文
芸
時
評
（
Ⅱ
）」
が
当
該
雑
誌
の
現
物
に

眼
を
通
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
、
そ
れ
が
二
つ
の
調
査
の
信
頼
性
、
延
い
て
は
、
網
羅
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
本
書
が
広
汎

で
綿
密
な
調
査
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
傍
証
す
る
だ
ろ
う
。

三

　

前
著
『
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
の
文
学
場
』
で
「
昭
和
一
〇
年
代
、
戦
時
下
に
言
表
さ
れ
た
言
葉
を
、
現
在
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら

素
朴
に
読
む
こ
と
は
、
本
来
の
文
学
者
の
企
図
や
同
時
代
の
意
味
作
用
を
見
誤
る
お
そ
れ
を
多
分
に
は
ら
む
」（
Ⅺ
頁
）
と
述
べ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
困
難
に
関
わ
っ
て
、
本
書
で
は
如
何
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

昭
和
十
年
代
文
学
を
検
証
し
た
従
来
の
方
法
的
限
界
に
つ
い
て
は
本
書
「
序
」（
第
二
節
・
第
三
節
、
6
頁
〜
15
頁
）
が
述
べ
る

と
こ
ろ
だ
が
、
私
な
り
に
言
え
ば
、「
作
家
論
的
視
座
」（
380
頁
）
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
論
理
の
一
番
の
問
題
は
、
そ
れ
が
個
別
作

家
の
内
に
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
代
読
者
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
発
表
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
代
に
ど

の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
と
い
う
視
点
は
軽
視
さ
れ
る
。
問
題
の
二
つ
目
は
、「
韜
晦
」
的
表
現
の
奥
に
作
家
の
「
真
意
」
を
読
み

と
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
芸
術
的
抵
抗
と
し
て
固
定
さ
れ
、
時
局
順
応
的
言
説
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
一
時
の
「
仮
装
」
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
見
做
し
て
し
ま
い
が
ち
な
こ
と
だ
。
言
論
統
制
の
在
り
方
が
時
期
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
の
と
同
様
に
、
作
家

自
身
も
変
化
し
得
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
視
点
は
排
除
さ
れ
、
芸
術
的
抵
抗
に
身
を
挺
し
た
良
心
的
作
家
の
偶
像
を
壊
す
よ
う
な
こ
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と
は
し
な
い
。
三
つ
目
は
、
作
家
の
「
真
意
」
の
検
証
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
。
氏
が
言
う
よ
う
に
「
文
学
者
の
言
動
に
は
《
仮
面

／
真
相
》
が
わ
か
ち
が
た
く
／
み
わ
け
が
た
く
現
象
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
」（
7
頁
）
以
上
、
作
家
の
「
真
意
」
を
仮
に

括
り
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
検
証
可
能
か
と
問
え
ば
極
め
て
危
う
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、「
真
意
」
な
る
も
の
を
支
え
て
い
る

の
は
、〈
抵
抗
〉
と
〈
順
応
〉
と
を
腑
分
け
す
る
（
腑
分
け
し
た
と
信
じ
る
）、
各
論
者
の
読
解
能
力
と
論
理
構
成
力
し
か
な
い
の
で

あ
る
。

　

作
家
論
的
視
座
の
限
界
を
回
避
す
る
べ
く
、
本
書
で
用
意
さ
れ
て
い
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
の
が
同
時
代
言
説
の
「
表
層
」
を

辿
る
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

第
13
章
「
戦
時
下
に
文
学
の
「
非
力
」
を
語
る
こ
と

―
高
見
順
「
文
学
非
力
説
」」
で
は
、
作
家
論
的
枠
組
に
お
い
て
は
危
う

い
仮
説
／
可
能
性
の
域
に
留
ま
る
し
か
な
か
っ
た
問
題
が
、
言
説
の
受
容
と
い
う
検
証
可
能
な
領
域
に
戻
し
て
問
い
直
さ
れ
る
。
そ

れ
は
、
誠
に
単
純
平
明
な
こ
と
で
、
時
々
の
言
説
を
「
言
葉
の
表
層
」
に
お
い
て
読
む
こ
と
で
あ
る
。「
言
葉
の
表
層
」
と
い
う
言

い
方
が
誤
解
を
生
む
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
文
学
非
力
説
を
め
ぐ
る
分
析
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
借
り
て
、
当
時
の
言
説
空
間
を

行
き
交
っ
た
言
葉
を
「
字
義
通
り
」
に
解
す
る
と
言
い
換
え
て
み
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
後
年
の
論
者
自
身
が
《
仮
面
／
真
相
》

を
問
う
と
い
っ
た
出
口
の
不
確
か
な
隘
路
に
踏
み
込
ま
ず
に
、
同
時
代
の
読
者
の
受
容
の
実
際
の
場
に
委
ね
ら
れ
る
。
検
証
の
結
果
、

高
見
順
に
関
わ
る
言
説
が
「
明
示
的
に
言
表
と
し
て
、
字
義
通
り
に
／
逆
説
的
と
い
う
二
様
の
受
容
が
示
さ
れ
た
」（
389
頁
）
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
第
5
章
「
日
中
戦
争
期
に
魯
迅
は
ど
う
読
ま
れ
た
か
」
に
お
け
る
魯
迅
受
容

問
題
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
こ
う
。

　

ま
た
、
高
見
自
身
が
提
示
し
た
「
文
学
非
力
説
」
が
高
見
自
身
の
中
で
表
層
の
字
義
の
レ
ベ
ル
と
逆
説
的
理
解
と
の
間
で
揺
れ
、
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そ
の
揺
れ
は
同
時
代
受
容
の
揺
れ
と
も
共
振
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
こ
に
見
え
て
く
る
の
は
、
最
終
的
帰
着
点
か
ら
固
定

化
さ
れ
た
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
な
く
、
相
互
影
響
下
で
動
い
て
い
る
、
時
々
の
微
細
な
運
動
の
方
向
を
微
分
的
な
分
析
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
様
相
で
あ
る
。
た
と
え
て
言
え
ば
、
平
野
昭
和
文
学
史
が
時
代
の
動
向
を
積
分
す
る
か
の
よ
う
に
大
摑
み
に
摑
ん
だ

も
の
と
す
れ
ば
、
本
書
は
多
様
な
可
能
性
の
渦
中
で
蠢
く
文
学
者
た
ち
の
言
動
を
微
分
し
て
、
そ
の
現
場
の
今
を
再
現
し
よ
う
と
し

た
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四

　

平
野
昭
和
文
学
史
で
は
井
伏
鱒
二
を
巧
く
位
置
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
書
い
た
が
、
本
書
で
展
開
さ
れ
た
問
題
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
井
伏
の
作
品
も
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
出
来
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
置
け
ば
、
見
逃
さ
れ
て
き
た
井
伏
の
一
面
さ
え
照
ら

し
出
さ
れ
る
。
昭
和
十
年
代
半
ば
の
井
伏
の
歴
史
小
説
に
、
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
長
崎
来
航
騒
動
に
題
材
を
得
た
『
満
洲
日
日

新
聞
』
朝
刊
連
載
「
一
路
平
安
」（
昭
和
十
四
年
一
月
一
日
〜
六
月
十
三
日
）
が
あ
る
。
本
書
第
6
章
「「
国
民
文
学
」
と
は
何
か
を

問
う
こ
と
」
で
は
、
国
民
文
学
論
が
様
々
な
様
態
を
取
っ
て
、
戦
時
下
の
国
民
的
自
覚
の
問
題
へ
と
変
奏
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
189
頁
）。
こ
の
指
摘
を
念
頭
に
置
け
ば
、「
一
路
平
安
」
は
、
危
機
に
対
処
す
る
憂
国
の
志
士
を
国
民
諸
層

0

0

0

0

が
支
え
る
物
語

だ
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
当
時
の
日
本
に
と
つ
て
は
一
種
の
国
難
」（
井
伏
「
作
者
の
言
葉
」
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日

『
満
洲
日
日
新
聞
』
夕
刊
）
と
い
う
ロ
シ
ア
船
来
航
の
過
去
に
題
材
を
借
り
て
、
現
在
の
読
者
に
「
戦
時
下
の
国
民
的
自
覚
」
を
促

す
べ
く
書
か
れ
た
作
品
の
系
譜
に
連
な
り
得
る
。
井
伏
は
歴
史
小
説
に
つ
い
て
「
私
は
史
実
に
自
分
を
託
す
と
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
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ろ
時
代
を
託
し
て
書
い
て
み
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
」（「
史
実
も
の
に
つ
い
て
」
昭
和
十
年
十
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
が
、「
時
代
を

託
し
」
た
と
い
う
言
葉
の
意
味
も
、「
国
民
的
自
覚
」
と
い
う
鍵
語
を
持
っ
て
く
れ
ば
、
単
純
な
権
力
批
判
に
終
わ
ら
な
い
一
面
が

照
ら
し
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
井
伏
が
自
ら
筆
を
取
っ
た
文
章
に
滅
多
に
現
わ
れ
な
い
が
、
例
え
ば
、
池
田
さ
ぶ
ろ
に
よ
る
訪

問
記
事
「
井
伏
鱒
二
文
学
設
計
図
絵
」（『
若
草
』
昭
和
十
二
年
十
二
月
）
に
は
、
文
壇
・
文
学
状
況
を
細
か
く
観
察
し
、
そ
の
中
で

自
己
の
向
か
う
道
筋
を
模
索
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
井
伏
自
身
が
比
較
的
気
楽
に
発
言
し
、
ま
た
、
訪
問
記
者
が
文
壇
状

況
を
取
り
込
み
な
が
ら
書
き
留
め
た
訪
問
記
事
と
い
っ
た
補
助
線
を
加
え
る
と
、
一
層
の
こ
と
「
一
路
平
安
」
が
「
戦
時
下
の
国
民

的
自
覚
」
を
促
す
文
脈
に
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

本
書
を
含
め
て
松
本
氏
の
〈
文
学
場
〉
を
め
ぐ
る
仕
事
は
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
有
効
性
・
可
能
性
を
私
た
ち
読
者
が
試
す
こ
と
で

生
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
氏
が
言
う
「
フ
ラ
ッ
ト
な
視
座
」（
20
頁
）・「
精
度
の
高
い
調
査-

分
析-

考
察
」（
15
頁
）
が
達
成
さ

れ
て
い
る
か
否
か
は
、
初
め
て
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
書
も
採
用
す
る
引
用
文
献
の
掲
載
頁
・
掲
載
紙
面
の
表

示
は
、
そ
う
し
た
検
証
・
参
照
作
業
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。
本
書
の
索
引
は
人
名
索
引
に
留
ま
る
が
、
各
部
の
扉
裏
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
章
の
概
要
や
関
連
す
る
章
が
示
さ
れ
て
い
る
。
目
次
の
見
出
し
と
併
せ
れ
ば
、
詳
細
な
事
項
索
引
よ
り
も
却
っ
て
、
求
め
る
べ

き
論
述
箇
所
が
把
握
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
読
者
自
ら
思
考
・
点
検
し
つ
つ
、
氏
の
論
述
の
全
体
の
布
置

の
中
で
、
読
者
自
身
の
課
題
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
う
し
た
本
書
の
か
た
ち
は
、
本
書
が
一
箇
の
閉
じ
た
完
成
品

で
あ
る
の
で
は
な
く
、
検
証
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
活
か
さ
れ
る
こ
と
―
将
来
の
研
究
に
向
け
た
礎
石
と
な
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。


